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オ 結果・考察(結果を整理し，考察する)

全員に各班の実験結果や考察が分かる

ように，Ｂ４の発表用紙を準備した。用

紙の左端には，「実験」，「結果」，「考察」

と書き，実験結果や考察が書きやすくな

るよう工夫した（図８）。

結果及び考察を行う際は，各班がほぼ

４人ずつなので，学期ごとに班長（進行

係）１人，発表用紙に書く生徒２人，発

表者１人とした。このように固定化した

理由は，繰り返し行うことで話合いがス

ムーズになると考えたからである。しか

し，この方法だと発表する人が固定され

図７ 実験 るので，学期ごとに役割を入れ替えたり，

慣れてきたら固定化をやめてみたりとみ

んなが発表できるような工夫が必要であ

ると思われる（図９）。

また，発表用紙は，後で各班の実験の

取組の確認や評価にもつなげることがで

きた。

この書く活動は，科学的な概念を形成

するためにとても重要な活動である。生

徒が，実験データを基に自分自身の考え

を整理したり，矛盾に気づく契機となっ

たりした。また，導入で，「見通し」を

もたせることで，考察を充実させること

ができた。

図８ 発表用資料 これらの取組は，内に向かう言語活動

と言え，思考力・判断力の育成につなが

るものと考える。

カ 発表（図 10）
数班の発表者が前に出て発表した。自

分の班の結果を伝えるとともに，他の班

の結果を聞くことができ，確認や全体と

しての練り上げにつながった。Ｂ４用紙

だと後ろから見にくい，発表者の声が小

さいなど今後に向けての改善点もあった

が，多くの生徒は堂々と発表を行い，ク

ラスメートから賞賛の拍手をもらってい

た。

表現力を身につけた生徒とは，どれだ

図９ 結果・考察 け論理的に考え，どれだけ相手に分かり

やすく話すことができたかととらえると，まずは発表させることに慣れさせ，その力を

つけさせることが今後求められる。

キ 考察の違い（図 11）
班によっては，考察に違いが生じた。９班中８班は，「高さが高いほど，動く距離が
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大きくなる。」とまとめたが，１班だけ

「高さが高いほど，エネルギーが大きく

なる。」と「科学的な言葉」を使ってま

とめた。この班は，前時の学習がしっか

り定着しており，科学的な言葉を用いま

とめたものと思われる。

ク まとめ（図 12）
まとめを行う前に，本時の課題を全員

で復唱することを行った。「読む」活動

が，自分を振り返る言語活動となり，ま

とめを行いやすくなった。

図 10 発表

図 11 考察の違い 図 12 まとめ

（５）手立ての分析

ア 検証授業後の生徒の感想

導入で，身近な人形を用いることによ

り，興味・関心を高めることができた。

また，班で，協力して実験を行うことが

できた（図 13）。
「用紙に書くことで・・・」という感 図 13 導入で興味・関心が高まった感想

想等から，実験の内容をよく理解し，表

現することのよさや楽しさを見いだすこ

とができた。また，今までよりも意欲的

に学習に参加するようになった（図 14）。
授業の流れを理解し，実験の企画に喜

びや「有用感」を感じている。また，「聞

く」ことの重要性を理解できた。これこ

そが，思考力・判断力・表現力の育成を

バランスよく図り，その後の「言語活動

の充実」につながると思われる（図 15）。 図 14 表現のよさを実感した感想


